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魚卵・稚仔魚調査（モニタリング調査）
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◆調査地点 B３（諫早湾湾央部）

◆春：５月、夏：８月、秋：10月、冬：１月
の年４回

◆ネットを使用し１曳網10分間

九州農政局調査

資料３-２
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図―１ 魚卵の種数の経年変化（B3）

図―２ 魚卵の卵数の経年変化（B3）

魚卵

表―１ 魚卵（卵数構成比率）の主な種（B3）

目 種名 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

サッパ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コノシロ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カタクチイワシ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ウバウオ目 ネズッポ科 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フグ目 ギマ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他

注1：平成20年度～令和5年度において調査が実施されているB3で主な種が優占種となった年を〇とした。
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図―３ 稚仔魚の種数の経年変化（B3）

図―４ 稚仔魚の個 数の経年変化（B3）

 

 

 

 

  

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

                                           

  

種数 種 湾央部（  ）

稚仔魚

表―２ 稚仔魚（個 数構成比率）の主な種（B3）

目 種名 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

サッパ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コノシロ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カタクチイワシ 〇 〇 〇 〇 〇

トウゴロウイワシ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ハゼ科 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イソギンポ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他

注1：平成20年度～令和5年度において調査が実施されているB3で主な種が優占種となった年を〇とした。
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